
578 豪雨の再現する時間間隔の度数分布特性と設計再現期間について

　終りに，この報告を作成するについては，Amold

Court，斎藤錬一両博士の所論に示唆されるところが多

かつたことを特記し，感謝申しあげる．
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第5回常任理事会議事録
日　時

場　所

出席者

決　議

　1．

　　（1）

　　（2）

　　13）

14）

（5）

18

昭和37年10月1日（月）17．00～20．00

神田学士会館
松本，正野，村上，今井，吉武，神山，有住・

岸保，須田，増田，淵各理事
　　　　　　　　　　　　　　（順序不同）

秋期大会に関し次のとおり実施する。

　期日　12月5日（水），6日（木），7日（金）

　場所　気象大学校　2階講堂及び教室

（6）

（7）

行事　12月5日
　　　12月6日
　　　　ノ
　　　12月7日
　　　　〃
大会委員長

9h30～17h
　　〃　　　研究発表

18h　　　　懇親会
9h30～12h研究発表
13h～17hシンポジウム

　　　　　　中野猿人
シンポジウム（文部省総合研究班「防災科学」

異常気象分科会と共催）

気象災害に関するシンポジウム
　　　　　　　　　　　　　座長　斎藤　錬一

一防災研究はどう進めたらよいか一

話題提供者
　　河川工学関係　高橋　裕（東大工）
　　建築工学関係　　亀井　　勇（東北大工）
　　海岸工学関係　　鶴田　千里（港湾技研）

　　気象学関係　　奥田　穰（気研台風）
予稿集（講演申込数102）

オフセットで作成する．1人2頁以内，

締切10月末

大会座長

第1会場
　　5日午前（気候・総観気象）　長尾　　隆

5日午後（汚染・乱流）

6日午前（台風）

〃午後（力学・長期予報）

　　7日午前，（降水統計・災害）

　　　　　　ノ第2会場
　　5日午前（陸海水・雲の観測）石原

　　〃午後（放射・高層）　　　沢田
　　　　　　　　　　　　　　　　関原

　　6口午前（氷晶核・人工降雨）駒林

　　〃午後（凝結核・霧・降水）樋口
　　　　　　　　　　　　　　　　小林

　　7日午前（応用気象・気象電気）神山

竹内　清秀

関川　俊男

久米庸孝
岸保勘三郎

窪田　正八

荒井　隆夫

健二

龍吉

　彊

　誠

敬二

頼作

恵三

　2．明年度大会に関しては今井理事が研究会出席とと

もに現地と相談する．

　3．評議員に関しては次回に案を出して全国理事で投

票してきめる．

　4．講演企画委員会の強化に関しては次回に案を出し

て討論する．

　5．　日米科学委員会に関する説明会を開くこととし，

和達・坪井両氏に講師をお願いする．期日等の世話役は

岸保，松本，増田，神山4理事が当る．

　6．10月16日開かれる生物，地質関係主催の日米科学
委員会に関する討論会には上記4氏が出席する．

　7．　朝日賞に関しては数値予報グループの協同研究を

出す．

　8．　ノートの地区編集委員は支部推せん者および各管

区の調査課長（支部のないところ，および推せんのない

支部）にお願いする．

、天気”9．11．


